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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史に'1

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての:；

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま冨
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまで
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしま了
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで篭しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
妬
す
す
す我孫子市役所秘書室広報広聴課

〒270－11我孫子市菱孫子1B5BaO471(B5>1111
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一

●

陸
久
寺
家
一
二
菱
自
治
会
ス
テ
ー
式
集
団
回
収
、
ン
ス
テ
ム
」
が
高
く
ミ
の
減
量
と
壷
源
化
を
さ
ら
に

シ
ョ
ン
の
分
別
収
集
評
価
さ
れ
た
も
の
。
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

画
錘
邑
口
閣
麺
』
画
唾
穿
一

個
性
盟
か
で
活
力
あ
る
地
域
あ
げ
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
す
る
市
で
は
、
全
国
に
先
が
け
て

社
会
づ
く
り
に
優
れ
た
実
繊
を
平
成
７
年
度
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
古
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ

ふ
る
さ
と
づ
く
り
振
興
奨
励
賞
市
町
村
の
部
で

我
孫
子
市
が
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
賞
』
に
輝
く

ご年 年末
ｑ
釦
函
画
缶
岼
錨
》
画 の

年
末
は
狸
月
詔
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
４
日
か
ら
業
務
を
開
始
し

ま
す
。市

民
課
へ
の
届
け
出
（
婚
姻
届
、

出
生
届
、
死
亡
届
）
な
ど
は
、
哩

月
”
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
の
間

市
役
所
本
館
守
術
室
で
取
り
扱
い

ま
す
。
な
お
、
火
葬
場
「
ウ
イ
ン

グ
ホ
ー
ル
柏
斎
場
」
（
旧
み
た
ま

苑
）
壷
（
帥
）
６
６
４
９
は
、
廻
月

振
興
奨
励
賞
」
市
町
村
の
部
で
、
ツ
ク
、
空
き
カ
ン
・
ピ
ン
、
廃

我
孫
子
市
が
、
〃
ふ
る
さ
と
づ
く
食
用
油
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・

り
賞
″
に
輝
き
ま
し
た
。
ト
レ
ー
な
ど
を
地
域
ご
と
で
回

同
事
業
は
、
昭
和
田
年
に
創
設
収
す
る
分
別
収
集
を
展
開
。
家

さ
れ
今
年
で
、
回
目
。
今
回
は
全
庭
ゴ
ミ
や
査
源
を
各
品
目
ご
と

国
の
団
体
、
市
町
村
等
か
ら
１
１
に
ス
テ
ｉ
シ
ョ
ン
に
出
し
、
す

３
件
が
最
終
審
査
に
残
り
、
我
孫
べ
て
市
民
が
責
任
を
持
っ
て
管

子
市
の
「
埋
め
立
て
処
分
場
の
な
理
す
る
な
ど
行
政
と
一
体
と
な

い
都
市
清
掃
事
業
」
を
目
指
し
た
り
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

〃
市
民
参
加
″
に
よ
る
「
我
孫
子
今
後
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
ゴ

、 ゴー言▽”ゆ■ ●の、マロ

’ 駒
罰
則
劉
削
罰
則

市
役
所

|
年
末
年
始
の
業
務
を
ご
案
内
し
ま
す
。
な
に
か
と
慌
だ
だ

し
い
ね
局
、
市
役
所
の
窓
口
も
中
甸
を
過
ぎ
る
と
た
い
へ
ん

混
み
合
い
ま
す
。
必
要
書
類
の
申
請
や
各
種
届
け
出
な
ど
の

手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
市

役
所
は
毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
役
所
各
施
設
の
電
話
番
号
は
、
（
４
）

面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

’
’

き
な
ど
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

’ 別
別
割
勘
ｑ
駒
罰
勘
削
罰
罰
別
別
訓
削
訂
罰
３
９
訓
〆
勘
設
吐
罰
削
勘

１
口

市
の
施
設

瓢
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
お
休
み

で
す
。

◎
あ
び
一
一
し
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド

〃
声
の
便
利
帳
〃
壷
（
妬
）
５
０
０

０

市
役
所
へ
の
届
け
出
や
手
続
き

の
方
法
な
ど
を
型
時
間
い
つ
で
も

電
話
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
音
声

情
報
案
内
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◎
市
民
図
書
館

ｒ
伊
々
、
●

|’
ｐ
●

秒
分

●
０
■
Ｑ
Ｕ
ｂ
Ｑ
Ｕ
０
Ｌ
Ｕ
も
■
０

＊ ●
○
分

０

ｂ
Ｆ

〆

◎
日
曜
。
休
日
当
番
医
及
び
夜
間

病
院
当
番
医

年
末
・
年
始
の
日
曜
・
休
日
当

番
医
及
び
夜
間
病
院
の
当
番
医
は

右
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▼
診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
翌

本
館
、
分
館
と
も
年
末
は
哩
月

”
日
ま
で
。
年
始
は
１
月
６
日
か

ら
で
、
そ
よ
か
ぜ
号
は
次
号
発
号

の
広
報
元
旦
号
（
２
）
面
の
日
程
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
休
館
中
は
本
お
よ
び
Ｃ

Ｄ
、
カ
セ
ッ
ト
の
返
却
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
鳥
の
博
物
館

年
末
は
哩
月
”
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
体
育
館
、

年
末
は
狸
月
諏
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
中
央
公
民
館
・
湖
北
地
区
公
民

館
年
末
は
狸
月
幻
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
７
日
か
ら
で
す
。

◎
つ
つ
じ
荘
・
西
部
福
祉
セ
ン
タ

年
末
は
哩
月
空
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
４
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
会
館

年
末
は
返
月
諏
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
近
隣
セ
ン
タ
ー
。
市
民
セ
ン
タ

年
末
は
狸
月
配
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

◎
市
民
プ
ラ
ザ

年
末
は
哩
月
訂
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

●
●
ｌ
ｐ
●
Ｌ
ゆ医

療

１
１■

＊

平
成
８
年
の
ゴ
ミ
収
集
日
程
表

「
あ
び
こ
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
」

は
、
自
治
会
等
を
通
じ
て
配
布
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い

方
は
、
市
役
所
本
館
市
民
ホ
ー
ル
、

各
支
所
・
行
政
連
絡
所
、
近
隣
セ

ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

家
庭
ゴ
ミ
の
年
末
・
年
始
特
別

収
集
日
程
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。
ゴ
ミ
を
出
す
際
は
、
ゴ
ミ
袋

の
中
が
確
認
で
き
る
半
透
明
の
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
名
前
を
書
き
、
決
め

ら
れ
た
日
に
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
く
出
し
ま

し
ょ
う
。
今
後
も
ゴ
ミ
の
減
量
と

査
源
化
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
ゴ
ミ
を
直
接
持
ち
込
む
場
合

一
時
的
に
ゴ
ミ
が
多
遥
に
出
る

場
合
や
至
急
処
分
し
た
い
場
合
は
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち

朝
午
前
９
時
ま
で
（
な
お
、
小
児

科
、
眼
科
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
の
診
療
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
費

◎
休
日
救
急
歯
科
診
療
所

▼
期
間
哩
月
調
日
か
ら
１
月
４

日
ま
で

▼
診
療
時
間
午
前
９
時
か
ら
、

時
釦
分
ま
で

▼
場
所
市
民
会
館
２
階

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
費

▼
問
い
合
わ
せ
休
日
救
急
歯
科

診
療
所
垂
（
型
）
１
３
１
１

※
同
診
療
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

診
療
時
間
内
に
限
り
ま
す
。ｌ

ゴ
ミ
の
収
集

ｌ
↑

＃
＃
＄
噌
吋

宅
地
内
の
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

の
外
側
か
ら
蛇
口
ま
で
の
間
の
給

水
装
澄
は
、
所
有
者
が
維
持
管
理

す
る
範
囲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

哩
月
謁
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で

の
間
に
、
漏
水
が
発
生
し
た
場
合

は
、
施
工
し
た
指
定
水
道
工
事
店

へ
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
施
工
エ
率
店
が
わ
か
ら

な
い
場
合
や
急
を
要
す
る
と
き
に

は
、
（
株
）
我
孫
子
水
道
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
壷
（
唾
）
５
９
９
５
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
修
繕
費
は
有
料
と

な
り
ま
す
。

込
ん
で
く
だ
き
い
。

▼
日
時
＊
哩
月
塑
日
（
祝
）
、
調

日
（
金
）
、
知
日
（
土
）
…
受
け
付
け

は
い
ず
れ
も
午
後
３
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
盃
（
評
）
０
０
１
５

③
租

宗
圓

早
畠

⑳
収

塁
別

ゴ
糟

層
婚

家
隼

水
道
の
漏
水

ｉ
ｆ

12月28日㈱

月曜。木曜地区 ▼年末年始の日曜。休日・夜間当番医日程◎
手
黄
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
』

年
末
は
狸
月
型
日
ま
で
。
年
始

は
１
月
５
日
か
ら
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
親
水
広

場
「
水
の
館
」
壷
（
鍵
）
０
５
５
５Ｊ

不
用
犬
（
猫
）

の
引
き
取
り

／

全
》
《
，
‐
Ｉ
も

◎
不
用
犬
。
猫
の
引
き
取
り

県
の
施
設

11ロ

月日 病院名 診療科目こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

住所。電話12月29日燭

火曜。金曜地区
1月4日附

月曜。木曜地区

凸 内科・外科・小

児科（小児科は

午後5時まで）

つくし野

131－1

(84)2211

我孫子

つくし野病院

９理
㈲

１

アビコ外科整

形外科病院

12.30

出

外 科

整形外科

我孫子264

(84)7321

⑥Qク 湖北台4-6-1

(88)3111

我孫子

聖仁会病院

12．31

（日）

内科・外科
小児科

▼
市
役
所
本
館
守
衛
室
（
毎
週
木

雌
日
午
前
中
の
み
）

＊
年
末
…
狸
月
瓢
日
ま
で

＊
年
始
。
：
１
月
ｎ
日
か
ら

▼
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
〈
沼
南

町
壷
（
虹
）
０
０
５
０
〉

◎
持
ち
込
み

＊
年
末
：
立
月
沁
日
ま
で

＊
年
始
…
１
月
５
日
か
ら

▼
柏
保
健
所
垂
（
”
）
１
２
５
５

．
捕
獲
業
務

＊
年
末
・
・
立
月
加
日
ま
で

＊
年
始
．
：
１
月
８
日
か
ら

◎
引
き
取
り

＊
年
末
…
狸
月
型
日
ま
で

＊
年
始
・
・
・
１
月
ｎ
日
か
ら

内科・外科･IIM

科（眼科は午後

5時まで）

我孫子

束邦病院

1．1

(月）

我孫子1851-1

(82)8166※年始の家庭ゴミ収集は、1月4日
から平常業務で行います。それまで

ゴミはステーションに出さないよう
お願いします｡=ｸﾘーﾝｾﾝﾀ-a(87)0015=

１
１
１
１
１
１
１

内科・外科・小

児科（小児科は
午後5時まで）

1．2

㈹

布佐2195

(89)1111

つくし野

131－1

(84)2211

平和台病院

内科・外科・小

児科（小児科は

午後5時まで）

我孫子

つくし野病院

1．3

㈱
’

－

下 総基地の米軍機使用絶対反 対
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1995.12.16(2)あび
二
』

第915号

金 業

戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
改
正
に

伴
な
い
、
平
成
８
年
１
月
１
日
か

ら
戸
籍
謄
本
・
抄
本
等
の
交
付
手

業
団
で
は
、
心
身
障
害
者
扶
韮
年

金
制
度
の
安
定
運
営
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
預
金
金
利
の

交付手数料表

蕊心身障害者扶養年金制度
運身会

鎮の安定運営にご協力を

L一一一一一一

戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
交
付

手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

侭

低
下
な
ど
査
産
運
用
環
境
の
悪
化

に
よ
る
収
入
の
減
少
や
受
給
者
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
将
来
の
年
金

支
給
に
支
障
を
き
た
す
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

８
年
１
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り

掛
け
金
の
改
定
や
制
度
の
改
正
な

ど
を
行
い
、
年
金
財
政
の
建
て
直

し
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
．
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

品
掛
け
金
の
改
正

○
既
に
加
入
し
て
い
る
方
の
掛
け

金
を
平
成
加
年
４
月
１
日
ま
で
に

段
階
的
に
引
き
上
げ
ま
す
（
表
１

参
照
）

○
新
た
に
加
入
す
る
場
合
、
年
齢

等
に
応
じ
て
掛
け
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
（
表
２
参
照
）

争
脱
退
一
時
金
制
度
の
創
設

○
５
年
以
上
加
入
し
て
い
る
方
が

や
む
を
得
ず
脱
退
す
る
場
合
、
加

入
年
数
に
応
じ
た
一
時
金
を
支
給

し
ま
す
（
表
３
参
照
）

▼
問
い
合
わ
せ
県
社
会
部
障
害

福
祉
課
児
璽
障
害
係
垂
０
４
３
（
２

２
３
）
２
３
４
０
ま
た
は
社
会
福

祉
・
医
療
事
業
団
保
険
部
壷
０
３

（
３
４
３
８
）
０
２
２
１

q

既加入者掛金の段階的引き上げ（月額）

’
’’

１
１

‘’
▼表3脱退した場合の一時金額▼表2新規加入の掛金（月額）

＝

△
児
童
扶
菱
手
当
を
受
け
る
査
格

の
あ
る
方
で
、
ま
だ
申
請
手
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
方
は
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
次
の
条
件
に
当

て
は
ま
る
、
娼
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
誕
日
ま
で
の
児

童
を
育
て
て
い
る
、
母
ま
た
は
母

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
で

す
。※

児
童
が
障
害
児
の
場
合
は
加
歳

未
満
と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
一

緒
に
生
活
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
で
１
級
程
度
）
に
あ

る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

母
子
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

／ 乗
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子
で
父
か
ら
認
知

さ
れ
て
い
な
い
児
童

⑧
父
母
と
も
に
不
明
な
児
童

市
で
は
、
手
黄
沼
浄
化
を
推
進

す
る
た
め
、
ア
オ
コ
の
回
収
や
下

水
道
施
設
の
建
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

沼
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
、
一

般
家
庭
か
ら
流
れ
出
る
生
活
排
水

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
家
庭

か
ら
出
る
排
水
よ
り
汚
れ
の
漉
度

が
高
い
飲
食
店
等
の
排
水
も
見
過

ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
行
っ
た
水
質
調
査
で
も
沼

に
流
入
す
る
排
水
路
か
ら
多
量
の

油
や
極
め
て
高
い
濃
度
の
汚
れ
が

排
水
管
理
は
万
全
で
す
か

飲
食
店
。
食
料
品
製
造
業
経
営
者
の
方
へ

‐

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
飲
食
店
や
食
料
品
製

造
業
を
経
営
す
る
皆
さ
ん
に
、
適

切
な
排
水
管
理
を
行
い
、
汚
れ
た

水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

〈
ゴ
ミ
や
油
を
流
さ
な
い
〉

・
調
理
く
ず
等
は
流
き
ず
に
必
ず

ご
み
箱
へ

。
流
れ
て
し
ま
っ
た
ゴ
ミ
や
洗
剤

等
の
油
分
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
や
油

水
分
離
漕
で
回
収
処
分
し
ま
し
ょ

、
フ

な
お
、
以
上
の
条
件
に
当
て
は

ま
っ
て
も
次
の
よ
う
な
場
合
に
は

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

②
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き

（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

’ ｜
★

’
③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

ま
た
は
里
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る

と
き

④
児
童
が
母
の
配
偶
者
丙
縁
関

係
を
含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る

と
き

⑤
昭
和
帥
年
８
月
１
日
以
降
に
手

当
の
支
給
用
件
に
該
当
し
て
か
ら

５
年
を
経
過
し
て
も
請
求
し
な
か

っ
た
と
き

鍋
憎
盤
内
蠅
糟
鑿
一

・
洗
剤
は
自
然
に
優
し
い
無
リ
ン

の
も
の
を
適
量
使
い
ま
し
ょ
う

・
使
用
済
み
の
油
は
流
さ
な
い
で

油
回
収
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
ま

し
ょ
一
フ

〈
下
水
道
等
の
利
用
を
〉

・
下
水
道
処
理
区
域
内
の
方
は
下

水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

・
下
水
道
処
理
区
域
外
の
方
は
合

併
浄
化
槽
を
般
澄
し
汚
れ
た
水
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
云

露
）
１
１
１
１
内
線
５
６
９

’ 、

平成8年1

月1日から申請内容

戸籍謄本・抄本また
は記録事項証明書

除籍謄本・抄本また
は記録事項証明番

戸籍に記戦した事項
に関する証明

除籍に記載した事項

に関する証明

届出・申請の受理証

明書または届書その

他の書類の記載事項

の証明書

上質紙を用いた受理

証明書幡姻･離婚．

養子縁組・義子離縁

または認知の届出）

届書その他の書類

の閲覧

手数

（）内

1通450円

00円）

1通750円

(700円）

証明事項1件

350円(300円）

証明事項1件

450円(400円）

1通350円

(300円）

1通

書類1件350円

(300円）

現在納

月額掛

めている

金(1口）
一口

1,400円

1，900

2,600

3,200

4,100

5,300

6,800

平成8年1月1日から

9年3月31日まで

2,100円

2，800

3，800
少

4，600

5,700

7，200

9,000

平成9年4月1日から’
10年3月31日まで

2,800円

3,700

4,900

6,000

7,300

9,000

11，200

平成10年4月1日以降

3,500円

4,500

6,000

7，400

8,900

10，800

13，300

峠
一》借

・
Ｉ
｜
’

串告期間:平成8年1月4日(木)から3旧(水)まで

侭
却
安
産
の
所
有
者
は
《
平
成
経
登
に
算
入
さ
れ
る
も
の
言

８
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
所
れ
に
類
す
る
査
産
で
法
人
税
ま

在
す
る
侭
却
資
産
に
つ
い
て
申
告
．
た
は
所
得
税
を
課
さ
れ
な
い
方

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
が
所
有
す
る
も
の
を
含
む
）
を

い
ま
す
。
申
告
期
限
ま
で
に
必
ず
い
い
ま
す
。

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
７
年
度
に
申
告
さ
れ
た

正
当
な
理
由
な
し
で
申
告
し
な
方
（
７
年
度
中
に
新
た
に
事
業

い
場
合
や
虚
偽
の
申
告
を
し
た
場
を
始
め
ら
れ
た
方
を
含
む
）
に

合
は
、
地
方
税
法
や
市
条
例
に
よ
は
、
申
告
醤
を
哩
月
中
旬
に
送

り
科
料
に
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
付
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
送

り
ま
す
。
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
り
、
用
紙

償
却
査
産
と
は
、
土
地
お
よ
び
が
不
足
し
た
場
合
申
告
書
に

家
屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
課
税

こ
と
が
で
き
る
査
産
（
鉱
業
権
、
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

漁
業
権
特
許
権
、
そ
の
他
の
無
▼
申
告
期
間
平
成
８
年
１
月

形
減
価
償
却
査
産
を
除
く
）
で
、
４
日
（
木
）
か
ら
誕
日
（
水
）
ま
で

そ
の
減
価
償
却
費
が
法
人
税
法
ま
▼
申
告
書
提
出
先
・
問
い
合
わ

た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
せ
課
税
課
家
屋
調
遜
係
霊

得
の
計
算
上
換
金
ま
た
は
必
要
な
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
３
６

加入期間

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上

金額(1口あたり）

30,000円

50,000円

100,000円

加入時の年齢区分

35歳未満

35歳以上40歳未満

40歳以上45歳未満

45歳以上50歳未満

50歳以上55歳未満

55歳以上60歳未満

60歳以上65歳未満

掛金額(1口）

3,500円

4，500

6,000

7，400

8,900

10,800

13,300

' － － ､ ▲ r ＝ _ 一

柴 崎土地区画整理
審議会委員が決まる

廷

柴崎土地区画整理審議会委員の任期（5年）満了に伴

ない、下表のとおり新委員が決定しました。

し問い合わせ区画整理課云(85)1111内線579

委員種

宅
地
所
有
者
に
よ
る
委
員

学
識
経
験

者
に
よ
る

委
員

氏名

川村勝男

屡慈つい

湯下昌恒

須藤 俊直

大塚義雄

大井一人

梅澤 茂男

海老原金兵衛

みのる

荒 井責

須藤 信一

須藤
ひ ろ し

寛

住 所

我孫子市柴崎966番地

柴崎755番地

柴崎944番地の2

柴崎922番地

柴崎1563番地の1

柴崎944番地

青山872番地

柴崎1123番地

柴崎825番地の2

柴崎967番地
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「
知
事
賞
は
、
母
が
く
れ
た
贈

り
物
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
平
成
７
年
度
千
葉
県
母
子
寡

婦
連
合
会
主
催
「
母
を
た
た
え
る

作
文
」
で
県
知
事
徴
に
輝
い
た
湖

北
中
３
年
の
志
村
豊
さ
ん
。

中
学
で
は
部
活
で
サ
ッ
カ
ー
に

明
け
暮
れ
る
毎
日
を
送
り
、
母
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
父
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
家
族
３
人
、
文
字
ど

お
り
ス
ポ
ー
ツ
一
家
だ
っ
た
。

明
る
く
、
誰
と
で
も
す
ぐ
友
達

に
な
っ
て
し
ま
う
母
親
が
昨
年
、

突
然
発
病
し
、
１
年
近
く
の
闘
病

の
す
え
今
年
４
月
に
他
界
・
：
・

ぽ
っ
か
り
と
空
洞
の
で
き
た
家

で
、
父
と
二
人
の
憧
れ
な
い
家
事

に
追
わ
れ
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。

２
か
月
ほ
ど
た
っ
た
あ
る
日
、

<らしの
~ミニ百科

’
’
一［

はっきりと断りましょう

「
先
に
申
し
込
ん
だ
識
座
を
解
約
云
露
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９
支
給
対
象
の
方
で
ま
だ
申
請
を

ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
§
＃
§
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
＃
＃
＃
§
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
§
＃
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
識や

電話勧誘による資格商法
ひ

唖
知
事
賞
は
母
か
ら
の
贈
り
物
》

厳
し
い
雇
用
環
境
の
続
く
な
か
、

専
門
知
識
習
得
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
そ
の
陰
で
電
話
勧
誘
に

よ
る
悪
質
な
査
格
識
座
の
被
害
も

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

資
格
商
法
の
手
口
と
は

あ
る
日
突
然
、
職
場
や
自
宅
に

電
話
が
あ
り
、
「
受
講
す
る
だ
け

で
国
家
査
格
が
取
れ
ま
す
」
「
副

収
入
が
得
ら
れ
ま
す
」
な
ど
と
虚

偽
の
説
明
を
し
、
あ
い
ま
い
な
返

事
を
し
た
り
「
査
料
を
く
だ
さ
い
」

と
言
う
と
、
振
込
用
紙
や
ク
ヒ
ン

ッ
ト
の
申
込
書
な
ど
が
届
き
ま
す
。

断
る
つ
も
り
で
「
い
い
で
す
」

「
結
椛
で
す
」
と
答
え
る
と
、
受

識
を
承
諾
し
た
と
解
釈
さ
れ
、
高

額
な
受
講
料
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

ま
た
最
近
は
、
査
格
商
法
の
被

害
者
が
「
ま
だ
識
座
が
終
了
し
て

い
な
ど
と
か
へ
別
の
業
者
か
ら

先
生
か
ら
作
文
募
集
の
話
を
聞
い

た
。
母
へ
の
気
持
ち
、
家
事
の
つ

ら
さ
、
道
を
誤
り
そ
う
に
な
る
心

境
な
ど
、
誰
に
も
言
え
な
い
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
、
父
に
も
内
緒

で
、
生
ま
れ
て
初
め
て
自
分
か
ら

原
稿
用
紙
に
向
か
っ
た
。

母
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
周

り
の
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
温
か
い

、

心
づ
か
い
を
受
け
た
こ
と
。
自
分

を
支
え
て
く
れ
る
み
ん
な
へ
の
感

謝
な
ど
、
自
分
の
気
持
ち
を
素
直

に
書
い
た
。

『
母
が
い
つ
も
見
て
い
る
と
思

う
と
、
や
れ
な
い
事
も
つ
ら
い
事

も
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

母
の
所
に
と
ど
く
な
ら
、
僕
は
最

後
ま
で
言
い
た
く
て
言
え
な
か
つ

し
て
あ
げ
ま
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

新
た
な
契
約
を
迫
ら
れ
る
一
茨
被

害
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

電
話
に
よ
る
取
り
引
き
は
、
契

約
書
な
ど
書
面
を
交
付
す
る
義
務

が
な
く
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

あ
い
ま
い
な
返
事
や
、
優
柔
不

断
な
態
度
は
禁
物
で
す
。
必
要
が

な
い
時
は
侭
り
ま
せ
ん
」
と
、

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
市
で
は
消
費
生
活
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
困
り
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
毎
週
月
・
水
峨
日
、

第
１
．
３
金
曜
日
午
前
、
時
か
ら

午
後
３
時
倉
の
日
以
外
で
も
、

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
）

▼
相
談
場
所
。
問
い
合
わ
せ
市

民
生
活
課
（
市
役
所
西
別
館
３
階
）

平成7年度「母をたたえる
作文」で県知事賞を受賞

しむらゆたか

志村豊さん
(中峠台）

児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

た
〃
あ
り
が
と
う
″
を
叫
び
続

け
た
鱈

作
文
に
は
、
言
葉
で
は
言
え

な
い
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

「
全
校
集
会
や
表
彰
式
で
発

表
し
た
と
き
は
み
ん
な
シ
ー
ン

と
な
っ
て
、
涙
を
流
し
て
い
る

子
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
」
と
、

担
任
の
岡
田
恵
子
先
生
。

知
事
賞
受
賞
は
真
っ
先
に
お

母
さ
ん
の
遺
影
に
報
告
し
た
。

「
変
な
こ
と
を
し
た
ら
、
あ

れ
が
知
事
賞
か
と
な
る
。
自
分

の
行
動
を
良
く
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
を
甘
や
か

さ
ず
に
、
責
任
を
も
っ
て
生
き

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
寓
校

へ
入
っ
て
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
を

続
け
た
い
」
と
キ
ッ
パ
リ
。

繩
艫
瀞
脳
申
明誰
手
続
き
は
お
二

早
め
↓

÷÷やc幾つ鈩剣b幸÷÷盛。÷電｡÷÷。強c強電･･幸 拳･幾．龍｡§。◎§･鑓。◎齢÷篭｡÷や

し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
資
格

＊
我
孫
子
市
に
住
民
登
録
（
外
国

人
登
録
）
さ
れ
て
い
る
方

＊
平
成
６
年
中
の
所
得
が
所
得
制

限
限
度
額
未
満
の
方

＊
３
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方

▼
支
給
金
額

◎
１
子
目
…
月
額
５
０
０
０
円

◎
２
子
目
・
・
・
月
額
５
０
０
０
円

◎
３
子
目
以
降
…
月
額
１
万
円

▼
申
請
手
続
き
次
の
も
の
を
用

意
し
、
児
童
保
育
課
へ
申
請
し
て

･

●

く
だ
さ
い
。

①
印
鑑
②
受
給
者
名
儀
の
金
融
機

関
の
口
座
番
号
（
郵
便
局
は
除
く
）

③
受
給
者
が
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
年
金
手
帳
、
被
用

者
年
金
（
厚
生
年
金
等
国
民
年
金

以
外
の
公
的
年
金
）
の
加
入
者
は
、

勤
務
先
の
事
業
主
に
よ
る
年
金
加

入
証
明
書
、
ま
た
は
年
金
手
帳
と

健
康
保
険
証
④
平
成
７
年
１
月
２

日
以
降
に
市
内
に
転
入
さ
れ
た
方

は
、
前
居
住
市
区
町
村
発
行
の
平

成
７
年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明

書
⑤
平
成
７
年
度
中
に
廻
歳
に
達

す
る
ま
で
の
児
童
が
市
外
に
居
住

し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
の
属
す

る
世
帯
全
員
の
住
民
票
と
別
居
の

理
由
を
記
入
し
た
申
立
書

◎
特
例
給
付
特
例
給
付
は
、
国

民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
に
加
入

し
て
い
る
方
で
、
特
例
給
付
の
所

得
制
限
限
度
額
未
満
の
方
が
該
当

し
ま
す
。
支
給
額
・
申
請
手
続
き

は
、
児
童
手
当
と
同
じ
で
す
。

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
壷

（
芭
１
１
１
１
内
線
３
４
７

秋
は
稔
り
の
季
節
で
す
。
雑
木

林
へ
行
く
と
、
様
々
な
色
や
形
の

あ
、
』

ｍ
ｐ
ｉ
、

ア
し／一● ⑬一、

銀勢謬ﾝグ・裳難
果
実
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ひ
と
き
わ

そ
の
中
で
、
一
際
目
を
引
い
た

も
の
に
ゴ
ン
ズ
イ
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ン
ズ
イ
は
果
実
が
真
っ
赤
に

色
づ
き
、
熟
し
て
は
ぜ
る
と
、
中

か
ら
黒
く
て
光
沢
の
あ
る
丸
い
種

子
が
現
れ
ま
す
。

半
月
状
に
割
れ
た
赤
い
果
皮
の

内
面
は
外
面
よ
り
も
色
が
挫
く
、

〆， 興認 ゴンズイ
参加してみませんか

つ

(みつばうつぎ科）

緑
の
葉
、
赤
い
果
皮
、
黒
い
種

子
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
何
と
も

言
え
な
い
美
し
さ
を
鯉
し
出
し

ま
す
。

ま
た
、
面
白
い
こ
と
に
、
こ

の
木
の
葉
や
果
実
に
は
「
わ
き

が
」
に
似
た
臭
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
木
は
使
い
道
が
な
い
た

め
ゴ
ン
ズ
イ
と
い
う
役
に
立
た

な
い
魚
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
。
し
か
し
、
ゴ
ン
ズ

き
ゅ
う
こ
う

イ
の
若
葉
は
救
荒
植
物
と
し
て

き
き
ん

飢
鯉
の
際
に
は
食
用
と
な
る
し
、

材
は
燃
え
に
く
い
が
乾
燥
す
れ

鍵
と
し
て
鑿
ち
ま
す
．
ま

た
赤
い
実
や
紅
葉
が
大
変
美
し

く
、
庭
に
植
え
て
観
炎
で
き
る

木
な
の
で
こ
の
説
に
は
異
論
も

あ
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

■

f中に

こなる女‘畔を対象に

平成7年度

-50歳｛

骨粗しよう鮒診を実施

市
で
は
、
今
年
度
中
に
釦
歳
に
た
だ
き
ま
す
）

な
ら
れ
る
女
性
を
対
象
に
、
骨
組
▼
費
用
無
料

し
よ
う
症
健
診
を
行
い
ま
す
。
▼
持
参
健
康
手
帳
、
健
診
通

▼
対
象
昭
和
加
年
４
月
１
日
か
知
ハ
ガ
キ
（
健
診
受
診
票
）

ら
虹
年
３
月
誕
日
に
生
ま
れ
た
市
▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

内
在
住
の
女
性
氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日

▼
日
時
平
成
８
年
１
月
型
日
を
明
記
し
、
廻
月
翠
日
（
金
・

（
水
）
、
１
月
釦
日
（
火
）
午
前
９
時
消
印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１

か
ら
、
時
釦
分
、
午
後
１
時
か
ら
の
狸
の
猫
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

３
時
訓
分
（
日
時
は
、
ハ
ガ
ぎ
で
※
生
年
月
日
に
誤
り
が
あ
る
と
、

通
知
し
ま
す
）
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で

▼
定
員
５
０
０
名
（
応
募
者
多
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

数
の
場
合
は
抽
選
。
抽
選
に
漏
れ
▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
保
健

た
方
は
、
来
年
度
に
受
診
し
て
い
セ
ン
タ
ー
垂
（
師
）
１
１
３
１

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
教
育
回
Ｉ
ン

高
校
や
大
学
、
短
大
、
専
修
▼
利
用
目
的
＊
入
学
時
の
納
付

学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
さ
れ
金
、
受
験
謎
用
＊
在
学
中
の
授

て
い
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
業
料
な
ど
学
校
納
付
金
、
下
宿
代

を
対
象
に
、
「
国
の
教
育
ロ
ー
等
住
居
に
か
か
る
饗
用
な
ど

ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
※
申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し
く
は

（
下
表
参
照
）
。
国
民
金
融
公
庫
松
戸
支
店
垂
０
４

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
７
３
（
虹
１
１
９
１
へ

▼ボーナス併用の返済例

返済期間

5年

(59回払）

8年

(95回払）

融資額

150万円

100万円

150万円

100万円

平常月の

返済額

14,000円

9,300円

9,200円

6.100円

ボーナス月

の返済額

96,700円

64,500円

63,600円

42,400円
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わたなくなるみ

渡邊成美ちゃん
（下ケ戸・1歳2か月）

１
０
町
凶
Ｉ
日
日
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ

し勤務内容受付事務

少募集人員男性若干名

伝申し込み・問い合わせ電話で

12月22日(金)までに根戸地区まち

づくり協議会盆(83)5363へ

市では、男女が性にとらわれる

ことなくあらゆる分野に参画し、

共に住み良い社会を創ることをめ

ざし、次のとおり女性施策に関す

る市民意識調査を実施します。

シ調査期間平成8年1月中旬

し調査対象市内在住の満20歳以

上の男女3000名（住民基本台帳か

ら無作為抽出）

し問い合わせ一企画課盃(85)1111

内線211

ー

や
勺

｜

’ ’
－
１

伝職務内容県政全般にわたる建

設的な意見や提言の提出

し任期平成8年4月から1年間

し資格平成8年4月以降も引き

続き県内に住む予定の満20歳以上

の方（公務員、公職にある方、過

去3年以内|こ同モニターを経験さ

れた方を除く）

し募集人員40名

芦謝礼1万5000円以内

し応募方法・問い合わせハガキ
ふりが公

に住所、氏名、電話番号、生年月

日、性別、職業、県内居住年数、

県政への関心事(100字程度）を明

記し、平成8年1月31日（水・消

印有効）までに〒271松戸市小根

本7東葛飾地域県民センター壷04

73(65)3008へ

12月1日から配布しましだ手賀

沼カレンダーは、数量の不足によ

り、大変ご迷惑をお掛けいたしま

した。急拠増刷いたしましたので、

前回受け取れなかつだ方を対象に

無料で配布します。

なお、数に限りがありますので、

既にお持ちの方はご遠慮いだだき

ますようご協力をお願いします。

惨配布日時12月26日(火)午前8

時30分から（ただし、近隣センタ

ーは午前g時から）

し配布場所環境保全課（市役所

西別館)､支所（つくし野・湖北・

湖北台・布佐)､近隣センター（根

戸．天王台北・新木・布佐南）

し問い合わせ環境保全課査(85）

1111内線568

句

｜’
門松カートミは、12月20日から25

日の間に、新聞折り込みで配布し

ます。配布漏れがあった場合は、

市役所本庁市民課、各支所、各行

政連絡所に用意してありますので

ご利用ください。

し問い合わせ公園緑地課緑化推

進係査(85)1111内線544

’

子どもの人権尊重について、国

内における取り組みを強めるとと

もに世界各国との協力体制をさら

に推進するため、日本は昨年「児

童の権利に関する条約」に加入し

ましだ。これを受けて法務省では、

「子どもの人権専門委員（子ども

の人権オンブズマン)」を任命し、

「子ども人権相談所」の開設やア

ンケート調査の実施などによる情

報収集活動を行っています。

シ委員（干葉地方法務局柏支局管

内）＊金窪とみ柏市末広町6

の19a(44)6549＊小川一雄沼

南町柳戸685の2壷(91)1650

歩問い合わせ干葉地方法務局人

権擁護課査043(247)9944内線253

⑬⑤⑨圃慰|’
’

11|’
▼社会福祉事業基金にとNEC我

孫子クラブ従業員一同様から1万

5378円、小沢幹江様（天王台）か

ら1万円、市商工会婦人部様から

5万600円､匿名の方（富里町）か

ら3万円の寄付がありました。

▼清掃工場建設基金にと(株)花園

サービス様（柏市）から50万円の

寄付がありました。

▼ふるさと手賀沼ふれあい計画推

進蟇余にと我孫子エコワーク町会

様から資源売り上げ金の一部30万

円の寄付がありました。

回国回国’ ｜シ応募方法①用紙は白紙の洋紙

(B5判）を縦に使用する。②マ

ークデザインは彩色、表現とも自

由。◎用紙の表面にマークデザイ

ン（直径にして15dn程度の大きさ）

を描き、裏面Iこ図案の説明、郵便

番号、住所、氏名、性別、年齢、

職業、電話番号を横書にする。④

封筒の左下部にr婦人週間シンボ

ルマーク募集」と朱書きする。

シ応募期限平成8年1月5日

(金・消印有効）

惨応募先・問い合わせ〒100東

京都千代田区霞が関1の2の2中

央合同庁舎第5号館労働省婦人局

婦人政策課盃03(3502)6790

，日時・場所平成8年1月27日

(土)開演…午後3時、市民会館

し内容忍たまS人組による歌や

クイズなどのステージショー

縁申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキ返{言面に郵|更番号、住所、氏

名を明記し、平成8年1月10日

（水・必着）までに〒260干葉市

中央区中央4の14の14NHK干葉

放送局r忍たまがやってきた」観

覧係壷043(227)7311へ（申し込み

多数の場合は抽選）

※ハガキ1枚で3名（同伴者を含

む）まで入場できますが、小学生

屡期目平成8年1月23日（火）

し場所我孫子ゴルフ倶楽部（雨

天決行）

シ参加愛1人1万円（プレー費

は各自負担）

し募集人員先着120名(個人単位

で申し込み）

シ申し込み・問い合わせ電話ま

たはファクシミリで12月25日（月）

までに同クラブ事務局垂(88)2496

へ（電話の場合は土・日曜日、祝

■

唾

b

蕊国･国国
日を除く午後1時から4時まで）以下は父母等の同伴者が必要です

障害福祉地域講座

シ曰時平成8年1月27日(土)午し日時12月22日(金)開演…午後

１
１

6時（入場無料）

し場所松戸市民会館

し問い合わせ同大学容(83)6501

後0時30分から3時30分

伝場所松戸市民劇場(受講無料〕

し対象県内在住者

伝定員300名（先蕾順）
厳主式室毎のり

し内容講演（講師･･･生江雅則)、
つくし

手話劇（劇団九十九）

し申し込み・問い合せハガキに

郵便番号､住所､氏名、電話番号、

r障害福祉講座希望｣と明記し、平

成8年1月12日(金)までに〒271

松戸市小根本7東葛飾支庁社会福

祉課念0473(61)4077へ

代替地登録制度とは、県民の皆

さんから代替地として提供できる

土地をあらかじめ登録していただ

き、公共事業のために土地を提供

された方にあっせんして、公共事

業の用地取得を円滑化しようとす

るものです。皆さんのご協力をお

願いします。

なお、代替地を提{共された方に

は税法上の優遇措置があります。

シ問い合わせ千葉県東葛飾土木

事務所用地室盆0473(64)5136

’

Z3

Z4e
’ ’回回回国 ’ ’’

25伊期日平成8年2月1日（木）

し見学先県立柏の葉公園、県立

関宿城博物館

し対象東葛飾地域在住の満20歳

以上の県民の方

し集合場所・時間東葛飾合同庁

舎前（午前8時45分）

し定員50名（応募者多数の場合

は抽選）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに応募者全員の住所、氏名、

年齢、電話番号を明記し、平成8

年1月16日（火必着）までに〒

271松戸市小根本7東葛飾地域県

民センターr県政教室」係盈0473

(65)3008へ

月雇用保険の失業給付や事業主に

対するいろいろな助成金等につい

て、ハローワークアンサー（電話

・ファクシミリ自動応答システム）

が職業安定所の職員に代わって、

いつでも、どこからでも電話まだ

はファクシミリでご案内するサー

ビスを開始しましたので、ご利用

ください。

少ハローワークアンサーの電話番

号04S(242)1155

伝問い合わせ干葉県商工労働部

職業安定課査043(223)2767

地
卵
賑

『

灘
唖･争認
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●余OG~動

燃
29金

芯⑪土
5百職当番医＝テレホンサービス
,休日救急歯科診惑日＝休日救急歯科診磯所(市民会館内)9:OO~11:30

別 ⑧ 万市民会館・市民図書館・服の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館
"市民プラザ休館”市民体育館休館

女性施策に関する
市民意識調査にご協力を根戸近隣ｾﾝﾀー 管理人 12月25日（月）は、固定

資産税。都市計画税第3

期分の納付期限です。

忘れずに納めましょう。

－収税課公(85)1111-

平成8年度県政ﾓﾆﾀー 手賀沼カレンダーを増刷

門松カードを配布平成7年12月1日現在＊世帯数42,717世帯

人口124,408人男62,238人女62,170人

●市役所本庁85-1111⑥市民図書館本館84-1110・湖北台
●つくし野支所84-8801分館87-3055・布佐分館89-1311

●湖北台支所88-0828移動画毒館87-0909

●湖北支所88-2111＠身体障害者福祉センター88-0141
●布佐支所89-2358●あらき園88-4188

●教育委員会85-1151●つつじ荘88-0123
●水道局84-01110西部福祉センター85-5818
●消防署84-0119⑥生活環境課(浄化槽）87-2379

●少年センター84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
⑧保健センター87-1131③近隣センター布佐南89-3740

④市民会館84-3311天王台北82-9988根戸83-5363
○公民館中央82-0515新木88-2010

湖北地区88-4433○市民センター寿83-7722

●鳥の博物館85-2212湖北台88-9927布佐本館89-1193

●市民体育館87-1155

●都市改造事務所85-1171

布佐ステーションホール

O市民ブラザ83-2111
89-5800

子どもの人 権専門
委 員 に ご相談を

｢婦人週間｣(21世紀の女性
の地位向上)シンボルマーク

公開録画キツズアニメクラブ
｢忍だまがやってきた～干葉の段~」

我孫子ライオンズクラブ
アイバ ンク 運営基金
チャリティーゴルフ大会

16土

17⑧

18月

19火

20水

21木

22金

直p市役所閉庁(一部の施設を除く）

に，少年の日

、円鵬当番医＝テレホンサービス

四休日救急歯料診康日＝休日救急歯科診職所(市民会館内)9:冊~11:30
m結婚相駿＝社会福祉協議会10:00～14:00

鯉p家庭の日

種､消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

m心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

‘刃市民会鱸・市民図書館・鳥の博物館休館
、つつじ荘・西部福祉センター休館

こ｡法律相麟＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

四消霊生活相麟＝市民相談室10:00～15:00

“法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

①

こり市役所閉庁(一部の施設は除く）
”休日当番医＝テレホンサービス
“休日叙急歯科診褒日＝休日救急歯科診願所(市
匡｡つつじ荘・西部福祉センター休館

ー■■画一

垣、巾星図蕪間頁坏醒

民会館内)9:、～11:30

E珍巳畷当番医＝テレホンサービス

四休日救急歯科診寂日＝休日救急歯科診磯所(市民会館内)9:冊~11:30

四消愛生活相駿＝市民相談室10:00～15:00
画心配ごと相駿＝布佐市民センター本館9:00～15:00
畷｡市民会館・市民図書館・雁の博物館休館
“つつじ荘・西部福祉センター休館‘､市民体育館休館
函水道料金納入期限＝口座糒雪円

函法律相麟＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
、つつじ荘・西部福祉センター休館
唾鳥の博物館休館

値､消費生活相駿＝市民相談室10?00～15:00
P 毎 一

”アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:30

‘過市民会館・市民函塞館・鳥の博物館休館

、市民ブラザ休館ゆ市民体育館休館

食休日当蚕医＝テレホンサービス

瞳､休日叙急歯科診療日＝休日裁急歯科診艘所(市民会館内)9:00~11:30
、市民会館・市民図奮館・鳥の|専物館休館
。つつじ荘･西部福祉センター休館･市民プラザ休館･市民体育館休館
｡国民年金保険料納期限＝口座振替日

壷休日当番医＝テレホンサービス
咽休日救急歯科診蕨日=休日救急幽科診痕所(市民会館内)9:伽~11:30
隠'市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
函つつじ荘・西部福祉センター休館
四市民プラザ休館瞳,市民体育館休館

Rd
r

中央学院大学吹奏楽団
第1回定期演奏会

代替地登録にご協力を

謹騨蕊認蕊繕

県政教室 ハローワークアンサーで
疑 問解消

｢災害サバイバル体験･私たち
防災探検隊」参加者

日曜当番医｡1週間の行事
テレ7

上Iノ

田(8


